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令和８年賀詞交歓会を開催

去る１月22日（木）、東京都千代田区のKKRホテル東
京において、出席者約200名を迎え、当協会の賀詞交歓
会を開催いたしました。

冒頭、⻆田会長より自動車市場関連、建設機械関連、
産業機械関連の動向の具体的なお話の後に鍛造業界の課
題のひとつである取引適正化に関しましては、昨年度開
催の「日本自動車部品工業会との懇談会」において、当
協会からは労務費アップ、金型保管費用、補給部品の単
価見直しの３点についてお願いをしたところであり、ま
た昨年11月に行われた「自動車産業取引ガイドラインの
研究会」では、改めて金型保管費用と量産の数量変動に
よる単価の見直しに柔軟に対応していただきたい旨を伝
え外部に向けて鍛造協会の思いを発信いたしました。

この研究会において、鍛造協会のみならず他の素形材
関連団体からも、中国からの安価な部品の調達に強い懸
念があるとの発言があり、日本のサプライヤーに影響な
きよう経済産業省素形材産業室にも情報共有させていた
だきました。

また、本年度の取適法の施行により今後に向けた取引
適正化の進捗を期待いたしたく思います。

一方、当協会の主力事業である人材育成事業につい
て、他の業種でも活用いただけるセミナーを用意してお
り、例えば、千葉県幕張高度ポリテクセンターで実施し
ている設備保全のセミナーは大変好評で本年度も引き続
き実施していくので皆様の参加をお願いしたい旨のお話
がありました。

会長の挨拶に引き続き、ご来賓を代表して経済産業省
素形材産業室長 大今宏史氏より以下のようなご挨拶が
ありました。

昨年３月に「素形材ビジョン」を策定されましたが、
このビジョンの目的は「我が国のものづくり拠点として
の機能の維持・強化」と「素形材産業の稼ぐ力の強化」
です。産業界の皆様と共に製造業の活力の向上と新たな
価値創出につなげていきたいと考えております。

取引適正化に関しては、本年より施行される「中小受
託取引適正化法（取適法）」に対応するため、価格転嫁・
取引適正化サプライチェーン全体の競争力強化に取り組
んでまいります。

構造的な人材不足に対しては、素形材に関する情報発
信や省力化に向けた投資を促進する支援制度や関係省庁
と連携したサポート体制の拡充に取り組んでまいります。

また、新しい技術への対応も欠かせないもので、技術
をどう取り込み，価値に変えていくかが今後の重要な挑
戦となっていきます。

本年は近年になく多くの出席をいただき大変盛会な賀
詞交歓会となりました。

リスクアセスメント研修会のご案内
従業員に順守してもらう安全衛生活動

（熱中症対策編）
主催 素形材産業安全衛生対策推進協議会

昨年６月１日より、労働安全衛生規則が改正さ
れ、職場の熱中症対策が義務化された状況に鑑
み、熱中症対策に関する研修会を開催いたします。

近年、毎年のように猛暑が続いており、人手不
足が深刻化する中、従業員対策を含め同問題への
対応は各社とも喫緊の課題となっています。

今回、４団体で事前に実施した熱中症対策アン
ケートをもとに各社の対策事例、講演等、熱中症
対策に関連したリスクアセスメントに関する研修
会をオンラインにて開催しますので、多くの皆様
のご参加をお待ちしています。

１．日　時：2026年３月18日（水）13:00 〜 17:00
２．オンライン講座（Zoom 使用）
３．参加費：3,300円（税込）／名
４．定　員：30名（先着順）
５．締切日：2026年３月２日（月）

詳細は、当協会ホームページ【https://www.jfa-
tanzo.jp/】－「最新のお知らせ」をご覧ください。
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MANYO

Tel 06-6458-0481

ビレットシャー　30TON～1300TON

フォージングロール　FR120～FR960

プレス　50TON～3000TON

アプセッター　200TON～2300TON

■□鍛造マネージャー育成塾コース□■
� 東京都認定普通職業訓練（短期課程）鍛工品製造業科
定　　員：20名（最少開講人数：15名）
受講期間：令和８年４月から令和９年３月まで
　　　　　　（１泊２日で13回、計143時間の講義）
受 講 料：１名につき（税込み）
　　　　　　当協会会員　　　　　374,000円
　　　　　　一　般　　　　　　　484,000円
　　　　　　塑性加工学会会員　　404,800円
申込み〆切り：３月13日（金）
講義内容：

科目１ 鍛造概論 科目８ 鍛造及びCAE実習

科目２ 鍛造品とその評価 科目９ 精密鍛造と金型生産

科目３ 鍛造用材料と熱処理 科目10 設備保全技術

科目４ 加工力と面圧 科目11 品質管理

科目５ 工具と潤滑 科目12 工場管理

科目６ 鍛造設備 科目13 工場経営とマーケティング

科目７ 熱間鍛造品の工程設計

■□鍛工品製造業実践型人材養成コース□■
� 東京都認定普通職業訓練（短期課程）鍛工品製造業科
募集人数：最少開講人数　12名
受講期間：令和８年５月から令和９年３月
　　　　　　（１泊２日で10回、計106時間の講義）
受 講 料：１名につき（税込み）
　　　　　　当協会会員　231,000円
　　　　　　一　般　　　346,500円
申込み〆切り：４月10日（金）
講義内容：
教科１ 鍛造の基礎知識 教科８ 冷間鍛造

教科２ 安全衛生 教科９ 検　査

教科３ 品質管理 教科10 熱処理

教科４ 鍛造設備 教科11 生産管理

教科５ 型鍛造 教科12 設備保全

教科６ 型設計 教科13 製図・図面の基礎知識

教科７ 自由鍛造

特別教科１ 現場改善力向上

特別教科２ 問題解決セミナー

令和８年度人材育成事業
受講生募集中！

人材育成事業報告
◆令和７年度鍛造マネージャー育成塾コース
　�「科目８　実証実験の検証、科目10　設備保全」
実施
去る１月19日（月）－20日（火）高度ポリテクセンター

（千葉市美浜区）において、２日間実施しました。
１日目は、科目７（９月）と科目８（10月）に実

施した荒地設計とCAE解析のグループワークをも
とにした鍛造品を製作し、その検証を行い、過去に
実施した解析結果や討議内容と実製品の比較を通し
て、工程設計とその解析手法を学びました。

２日目は、設備保全技術の伝承方法を座学講義で
行ったほか、回路図を基に空気圧装置の組立を行
い、基礎的な機械保全実務について学びました。

■□鍛造技術通信講座□■
●鍛造科１級技能士コース　ハンマ及びプレス
●鍛造科２級技能士コース　ハンマ及びプレス
� 東京都認定普通職業訓練（短期課程）鍛造科
募集人数：１級技能士コース　最少開講人数　10名
　　　　　２級技能士コース　最少開講人数　10名
受講期間：令和８年５月から令和９年２月
受 講 料：１名につき（税込み）
　　　　　　当協会会員　33,000円／一般　77,000円
●普通コース
受講対象：鍛造技術全般の知識習得したい方
受講資格：資格に制限はありません。
募集人数：最少開講人数　20名
受講期間：令和８年５月から令和９年１月
受 講 料：１名につき（税込み）
　　　　　　当協会会員　22,000円／一般　44,000円

詳細なご案内は、当協会ホームページ
【https://www.jfa-tanzo.jp/】－「最新のお知らせ」を 
ご覧ください。

委員会開催報告� ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
■鍛工品製造業実践型人材養成コース　打合せ会
　開催日：Web開催
　議　題：１．�令和７年度経過報告及び最終日実施内容

について
　　　　　２．令和８年度開講の件
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇


